
現場発 多職種ネットワークの実践 (藤井寺市 )
O医療・介護連携の推進にあたり、現場従事者が日常業務において得た感覚や想いを
形にしていくことをモットーにした活動

【ゆるやかなルールづくり】

↑月例会 1時間厳守 !

じ医療・介護の枠を超えた地域交流会

職種を越えた共通理解 (役割や役割期待)を事例 討 (交流会 )や

システムの開発日啓発を通じて、議論を重ねていく過程で、地域包

括ケアシステムが構築される。

 

 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 藤井寺市 

②人口（※１） ６６，４６６人  ＊平成２５年３月末現在 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上・・・２４．５％ 

７５歳以上・・・１１．１％ 

（      ） 

① 取組の概要 
平成 19 年度から開催している『医療・ケアマネネットワーク（通称：いけ！ネ

ット）』は、当初、ケアマネと医師の連携強化を図ることを目的としていたが、

その後、在宅支援を行う上では、多くの職種の連携が必要と現在では、医療介

護各従事者（約 35 名）で会が構成されるようになった。 

⑤取組の特徴 

 

●定例会は 1時間で終わり発言できる場づくりを意識した会運営 

会の方向性を決める定例会は、月に 1 度 1 時間の開催という約束を徹底。1

時間という限られた中で会議を進行していくため、事前に前月分の会議録を配

布。また、参加者全員が発言できるよう 4 チームに分かれ各テーマに沿った協

議を行っている。 

●年に 1度現場従事者が集える場の設定で新たな課題や意見を募る 

年に 1度、市内を中心とした医療・介護従事者が集える会を開催。この会は、

双方の交流を目的とする他、いけ！ネットで実施したアンケート報告や連携ツ

ールなどの成果物を報告。報告した内容などについて、評価や新たな意見を参

加者から聴取し、活動の修正や新たな課題に取り組むといったサイクルにして

いる。 

 これまでに、現場医療・介護・ボランティアが出演した連携推進の「ＰＲビ

デオ」の作成、「地域資源情報ファイル」、「連携シート」などの成果物の普及、

アンケート調査、多職種参加型の事例検討会・研修会を行ってきた。 

⑥開始年度 平成 19 年 4 月   ＊規約の施行日：平成 20年度 4月 1日 

⑦取組のこれまで

の経緯 

＜発足時の約束ごと＞ 

【定例会は 1時間厳守】多忙の専門職を参加させるための工夫として定例会は、

月に 1回 1時間の開催 

【会議は継続的に協議する】会議はセレモニーとして完結するのでなく、継続

的に協議できる場として位置付けた。 

【日常業務に反映】協議だけで終わることなく、出来ることをまず実践する。 

⑧主な利用者と人

数 

 

 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

・医師会・歯科医師会・薬剤師会・介護保険事業者連絡協議会・ＭＳＷ  

・退院調整看護師・看護師（訪問看護）・保健所・市役所・地域包括支援センタ

ー（事務局） 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

・場所の提供など 

・会議の予算（60,000 円） 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

・通常は、団体からの賛助金で事業運営を賄っているが、平成 24 年度において

は、府交付金『地域支えあい体制づくり事業及び地域福祉・子育て交付金「介

護保険特別枠」』 予算額 959,000 円 

大 阪 府 

  

 



 

⑫取組の課題 ・これまでの取り組みで一定の成果は認められるが、それ以上の発展を目指す

にあたり、普及の方法など、更なる工夫が求められている。 

⑬今後の取組予定 ・平成２４年度に医療・介護職と民生委員やボランティアでグループディスカ

ッションを行った。今後は地域別で同様な取り組みを行い、小地域の医療介護

地域の連携について推進していく。 

⑭その他 この取り組みについて、専門誌などにも多々掲載されたり、講師依頼も数多く

要請を受けている。 

⑮担当部署及び連

絡先 

藤井寺市地域包括支援センター 

℡０７２－９３７－２６４１ 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

 

 


